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1.　は　じ　め　に
　2000 年代に入ってから世界中でビジネスモデルに注目が集まっている．これは，アマゾン®

をはじめとする IT を駆使した企業が次々に現れ，ロングテールやフリーミアムといったデジ
タル時代における新たなビジネスモデルを作り既存ビジネスを破壊しかつ業績を上げたことか
ら，そのモデル研究が盛んになったためである．新興企業だけがこのような成功を収めた訳で
はなく，たとえば Apple® はパーソナルコンピュータ中心のビジネスから携帯音楽プレーヤー
の iPod® と iTunes® ミュージックストアによる独自のビジネスモデルを確立しそれに移行す
ることで新しいビジネスに成功している．これらはデジタルテクノロジー企業＊1 の代表と言え
る．つまりデジタルテクノロジー企業とは，デジタル化された情報を最大限活用することで
ニーズを把握し，IT を駆使して斬新なアイデアを新しいビジネスとして具現化できる企業で
ある．たとえ不確実な時代に突入し予測が難しくなった，市場が成熟しビジネスが拡大できな
いなどと言われる時代においても成功を収めることができる．このような企業の特徴は，その
不確実性を受け入れて，それを自らの活動に取り込むことで競争優位につなげている点があげ
られる［1］．これは，5 年先 10 年先に起こるであろう多くの社会変化を予測しその対応を想定し
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　　ここでは我々デジタルビジネスを支える企業が，その目指すべき未来社会において最適な
技術を駆使し必要とされる IT サービスを提供することで，未来社会においても貢献してい
くことを示し，いくつかの未来予測と IT による実現性について記した．最後に，持続可能
な未来社会を作るための考察を行った．
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て実行した結果である．未来への目標を持ち実現のため様々な準備をすることで，先行きが見
えない不安から解放され，やりがいや達成感のある活動の原動力につなげたのである．また，
政治や経営においては想定できない様々な事象に遭遇するが，それぞれの場面においてもス
ピーディーでかつより正確な判断ができるようになる．現在の状況を常に把握し，そのもとで
目標を達成するために描くいくつかのシナリオからより適したものを選択しすぐに適用できる
ことが重要である．これを可能にすることが，いま未来予測を行うことの大きな意義である．
予測の正確性が問題に挙げられるが，実際シナリオを描いた時の前提や起こる事象の順番が異
なることはありえることであり，ここでは正確性より適用力が重視される．未来へのシナリオ
を作ることは，環境変化の感度を高め，意思決定の質を高める効果が大きいのである．
　日本ユニシスグループは，これまで社会的に重要なインフラを支える顧客に IT システムを
中心としたサービスを長期に渡り提供し続けることで，顧客と一緒に成長する社会作りに貢献
してきた．これは顧客が描いた将来ニーズをその時代の先端技術を駆使した IT システムで実
現してきた成果である．また，技術の進化により多くの情報がデジタル化され，その情報を扱
うデジタル技術が新しい仕事環境を作り出すなどビジネスにも大きなインパクトを与えてい
る．デジタルビジネスを支える企業＊2 は，このようなデジタル化の影響に対して技術を駆使し
て対応できる能力を持っている．
　近年の社会環境は，変革スピードの速さ，構造の複雑化，ニーズの多様化などにより激変し，
これまでのフォアキャスト＊3 な手法ではその流れに最適な対応ができない域に達している．こ
のような状況に対応する手法として未来予測が注目され，描いた未来像に対してバックキャス
ト＊4 な対応を行うことで未来社会においても貢献できる企業として活動し続けたいと考えてい
る．同じ未来を見ながら様々な分野の顧客とデジタルビジネスを支える企業が新しい社会を共
に創り上げ，領域を超えて企業が集まり大きなエコシステム＊5 を形成することで新しいサービ
スを提供していく方向へシフトしてきている．
　本稿では，現在デジタルビジネスを支える企業がどのような未来を描いているか，また顧客
とデジタルビジネスを支える企業が目指す未来社会をどのように創りだしていくかを説明す
る．IT 技術を中心に記述するため，人口，経済などを深く解説することはこの範疇ではない．
5 年～ 20 年先の IT のトレンド，IT で描く未来像について，そして最後にその未来像の実現
に向けて考慮する点を述べる．

2.　ITで描く未来社会像
　未来像は，現在入手可能な情報をもとに我々ユニアデックス未来サービス研究所のメンバー
がいくつかの未来予測手法を活用する中でディスカッションを重ね，個人/家族/地域/都市/国
家/世界とヒトの繋がりの範囲と強さを意識し，それぞれの場面で社会活動がどのように変化
していくかを想定し作成した．今回はその中で，個人，経済，社会の三つの観点で，IT をベー
スにいくつかの未来像を描いた．それらの未来社会を支える技術/仕組み/潮流を示している．

　2. 1　未来社会像作成のコンセプト
　未来予測を行う上で重要なことは，経験したことがないことを描くための先見性と新しいも
のを生み出す発想力である．これらを支援する情報は書籍［2］［3］やネット上に多く公開されてお
り，たとえば未来年表［4］のように未来に起こるまたは起こるであろう項目を年代順に列挙する
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ことで発想に気づきを与えることを可能にする．また，未来を探るための手法はいくつかある
が，我々は未来の変化の兆候を捉え，それをもとにありえる未来のシナリオを作る方法をとっ
ている．これは発想の出発点を必要としないため，より多くのシナリオを作りやすくする利点
がある．
　この未来予測においては，新しい社会の繋がりを見直し，社会活動を再定義し，その上に成
り立つ未来社会でのシナリオを描いた．図 1 は，未来社会においてヒトを中心とした社会の繋
がりと社会の様々な活動が IT インフラをベースにした組み合わせにより未来のシナリオを描
くことで未来社会を構成しているイメージである．ここでは，以前は繋がっていなかった概念
が予想外の結びつきをすることで新たなひらめきを生むことを期待している．図 1 には九つの
未来シナリオを描いている．たとえば「未来に向かう私」では，個人の能力が IT により強化
されることでこれまでに実現できなかった作業が可能になるシナリオが描けたり，「未来に向
かう安全な社会」では，IoT（Internet of Things, モノのインターネット）により家や車など
すべてのモノがネットに繋がることで事故や犯罪に対して見守りや警告を行う新しいサービス
を利用している社会のシナリオを描くことができる．

図 1　ITを軸とした未来シナリオのイメージ

　次節以降このコンセプトのもとで，個人，経済，社会の三つの分野について具体的に描いた
未来像を説明する．

　2. 2　「個人」の未来について
　スマートフォンが普及したことでヒトが常時ネットワークに繋がっている環境が整った．こ
れに加えて身の回りの様々な情報を取得できる機器とクラウドサービスとを連携した新しい
サービスを容易に体験できるようになった．これによりヒトはトレーニングや努力で獲得でき
る以上の大きな能力をいつでも試せるようになる．ヒトの行動やバイタルデータまでもリアル
タイムに取得しデータはクラウド上で高度に処理される．そしてその場所や時間などに応じた
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最適な情報が提供されることで，より快適な行為や正確な判断ができるようになる．更に目が
見えない，耳が聴こえないなどを補完できる，または加齢とともに衰える機能を補助する装置
とクラウドサービスが連携することで快適な生活またはスムーズな活動が可能になる．更に活
動範囲も実空間だけではなくデジタル空間も自然なインタフェースで扱えるようになる．これ
をもとに描いた個人の未来像が図 2 である．以下に説明する．

図 2　個人の未来像

1）　新たな労働力の誕生
　スマートデバイスなど先端技術で強化されたヒトが活躍する時代は多様性がある生涯現役
社会となる．新たな“スマートデバイス”と“クラウドサービス”により人体の機能を補強
することで，いままで得意ではない動作，加齢による体力不足，ヒトとしての機能の限界な
どが解消され，高齢者や非健常者による労働参加が可能になり労働人口の拡大を図ることが
できる．これにより，画一化された作業が可能になるため高品質を維持できる．また，2020
年に向けて身に付けるリアルタイム翻訳機により言語の異なる労働者同士でもコミュニケー
ションが円滑になり，相手に合わせた言語を予め修得する必要がなくなる．拡張現実とメガ
ネ型デバイスを利用することで標識などをそのままリアルタイムで母国語に翻訳し表示でき
るため生活面でも不自由さがなくなる．また，ヒトはキカイとのコミュニケーションをとる
必要性が高まり，言葉ではない記号などによる規約ができてくる可能性がある．
2）　デジタル医療への応用
　ウェアラブルデバイスの進化が進み人体にチップをインプラントするようになり，ヒトは
それらから得られる情報とスマート・マシンのような IT の力を利用し，さらなる身体機能
との融合が進む．これにより埋め込まれたチップから情報を収集し，個人に特化した治療や
予防に役立てる「デジタル医療」の分野が進展していく．毎日のバイタルデータや生活情報
のリアルタイム検診，それにゲノム情報などのデータを分析することで病気の発生を予測す
る．これは常時健康診断が行われているのと同等になり，異常が検知されると必要に応じて
投薬される，適切な治療を提示されるなど「常時医療」が実現できる．2015 年がデジタル
ヘルスケア元年と言われ，まずヘルスケア分野が先行してけん引する形で IT 活用が始まる．
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医療については法整備などが整う必要があるため本格的な IT 活用はまだ先になるが，判断
などを伴わない領域から始まっていく．
3）　デジタル空間の利用
　実空間とデジタル空間が融合されたことでその操作を行うためのインタフェースが多様に
なってくる．入出力においてもタッチパネルに代表されるようにヒトが直感的に操作できる
機器が中心になる．また，センサーと拡張現実の利用により実空間に 3D としての操作が可
能となる．つまり，実空間には実体がない仮想（デジタル空間）のモノに対してあたかも触
れているかのごとく操作するというような，デジタルな世界に実動作を組み込んだ現実世界
とデジタル世界を融合した新たな空間を作り出せるようになる．2016 年には裸眼でも 3D 映
像を見ることができるようになり普及することで，このような拡張されたデジタル空間の活
用が促進される．

　2. 3　「経済」の未来について
　資本主義経済において需要の急激な変化に対応しながら経済は拡大していく．これまで多く
の企業は営利目的を中心に活動することで経済を成長させてきたが，これからは顧客の満足を
得る活動に移行していく［5］．将来においても経済活動を維持または拡大するためには市場ニー
ズに即座に対応できる必要があり，そのためにはより高度な技術を持つ労働人口の確保と作業
の効率化が必要になってくる．前節で述べたスマートデバイスなどを用いた個人の能力の強化
による効率化などでも補完できるが，それに加えて新たな労働力としてロボットにも期待す
る．これは二つの側面があり，一つはヒトの代替として働きヒトを別の作業に移す，もう一つ
はヒトと協同して活動することによる機能の補完である．また，企業が顧客満足を得て継続的
に進化し成長するためには，高付加価値な生産を行う必要がある．その対応としては，イノベー
ションを起こし新たなビジネスモデルを創出することである．これにより競争優位な企業活動
を実現できる．これをもとに描いた未来像が図 3 である．

図 3　経済の未来像

1）　ロボットの活用
　2005 年に米国のフューチャリストであるレイ・カーツワイルがシンギュラリティー（技
術的特異点）について発表し，コンピュータの知性がヒトを超える時が近い将来訪れると述
べている［6］．人工知能やロボットの発展により現在ヒトが行っている仕事が奪われるという
記事も増えてきている［7］．これには今までロボットに移行できると考えられてきた定型業務
だけではなく，ヒトが得意なはずの非定型業務も対象になってきている．事実として，ホテ
ル業において接客をロボットにさせる試行が始まり，2012 年頃には中小企業でも負担なく



8（64）

購入できる低価格産業用ロボットが出現し，2014 年には一般家庭でも利用できるコミュニ
ケーションロボットまでも商用販売され始めた．更に同じ頃から人工知能やロボット技術を
メインテーマにしたハリウッド映画が多く公開されたことで一般的にもイメージが広がり，
いよいよ人工知能＋ロボットの組み合わせが社会活動に本格導入されることが現実化してき
た．
　これまで IT の役割は，主にヒト中心の社会におけるヒトの活動の支援が中心であったが，
このように人工知能とロボットが進化する先は支援を超えて自律的に行動するだけではな
く，社会の問題に対し判断を下すような位置づけになる可能性がある．ヒトがロボットの判
断を活用する，またはロボットの判断の下でヒトが働くといった立場の違いが現れてくる．
そのような社会では，ヒトとロボットが共存するにあたり価値観の捉え方，ルールの再定義
などが前提となってくる．
　ヒト中心の社会にロボットが参加し共存する場合，ロボットにはヒトとのコミュニケー
ションとして自然言語の解析が必要である．加えて，ヒトのコミュニケーションは言葉とそ
の他表情などが組み合わさって成り立つことがあるため，言葉に表れない非言語な知識も理
解しなくてはいけなくなる．また，上記のように自律し行動するためには既存の知識で想定
できる範囲を超える状況に遭遇した場合にも柔軟に対応する能力が必要である．これらによ
り高度な労働人口を確保できるようになってくる．
2）　イノベーションを起こす環境
　クラウドサービスの充実とキャリアが提供する高速無線ネットワークが普及したことを
きっかけに，2007 年頃からスマートフォンが一気に一般利用者に広がり，その勢いはビジ
ネス利用者にまで拡大していった．スマートフォンとクラウドサービスの組み合わせは，既
存企業のビジネスプロセスを大きく変える機会を作っただけではなく，これまで参入できな
かった企業や個人が大きく広がったビジネス分野に参入し成功を収めることを可能にした．
これは，既存の市場にはなかった奇抜なアイデアによりイノベーションを起こしやすい環境
が整い，そのアイデアを手軽に実現しサービス提供できるようになったことを意味してい
る．この流れは，スマートフォンという電話端末だけに留まらずインテリジェンスを持つデ
バイス，つまりスマートデバイスに概念が広がりをみせることで，電燈，建物，自動車まで
もネットワークに繋がりクラウドサービスと連携することで様々な情報やサービスをコンテ
キスト＊6 に合わせ活用したサービスを生み出していく．これにより利用者が気付かなかった
潜在的なニーズを即座に掘り起こすことができるようになる．たとえばコンサート会場にい
る数時間でもその場を共有している不特定な観客全員を対象とすることで価値提供を行う．
また，ビジネス検証においても，不特定な市場に対して実施しその反応があった対象に対し
て更に最適化を行うことで価値を高めタイムリーに提供する．これにより多くの需要を生産
でき，また競合より優位なポジションを確保できるようになる．

　2. 4　「社会」の未来について
　少子高齢化社会が進むにつれて安心で便利な社会がより望まれてくる．たとえば，医療の充
実，住民サービスのワンストップ化，防災対策，子育て支援などより多様化する利用者ニーズ
に合わせた快適な社会サービスが求められる．また，ヒトの関係性はネットを中心に展開して
いき，新しい繋がりから数多くのコミュニティが形成されてくる．これまでヒトが中心のコ
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ミュニティであったが，モノもその仲間に入りこれまでにはなかった方向性を持つ集団ができ
てくる．
　このように常時ネットワークにすべてのモノが繋がることで，その状態がリアルタイムに把
握できるようになる．そしてその解析結果から事前に次の行動を予測することも可能になる．
これまでは原因が分からなかった病気に対して，データのモデル化からその発生のパターンを
把握し発生する前に予防策を提供する．または，文化が異なるとその行動が理解できないこと
があるが，このようにある基準に則った行動のパターンを把握することで，必要な対応が可能
になる．これはおもてなしサービスにも安全サービスにもつなげられる．これをもとに描いた
未来像が図 4 である．

図 4　社会の未来像

1）　モノから生まれる新たなサービス
　今後，これまでは考えられなかった多種多様な「モノ」がインターネットに繋がるように
なり，ヒトとモノのコミュニケーションだけではなく，インテリジェンスを持ったモノ同士
が直接コミュニケーションすることで自律した新たなサービスが展開されていく．家電製品
では，テレビやオーディオ機器にはじまり，冷蔵庫，エアコン，金庫や照明機器が繋がり，
さらにドア，窓，歯ブラシ，電球一つ一つも繋がるようになる．そこでは個人，家族，地域
などデータの集約範囲により，その価値や意味づけが変わってくる．活用もセキュリティ，
健康管理，地域福祉などにおいて新たなサービスに展開される．
　既に，収集されたデータはすべて蓄積されることでビッグデータとなり，それを利活用す
ることに各企業は注力しはじめている．データマイニングや機械学習により分析・モデル化
することで，そのようなデータから想定外の気づきをヒトに与えることができるようにな
る．各企業は独自に企業内の知識データを所有しており，この独自データとの組み合わせが
固有の価値を生み出すことになる．CSR の観点からこの独自データをオープンデータ化す
ることで，あらたな企業連携や社会基盤への貢献ができる可能性がある．
2）　予見医療
　ゲノム解析に代表される医療ビックデータの解析が身近になることで，病気や人格，得
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意/不得意など先天的なヒトの特性の予測が可能となり，医療だけでなく，個人の特性に合
わせた新たなサービス産業が起こってくる．特に医療では，対症療法だった今までの臨床治
療から，病変の原因特定と事前対処という根本治癒への変化は大きなパラダイムシフトとな
る．日本を含む先進国では長寿化が進み，「いかに健康でいられるか」という命題が注目さ
れてくる．高齢の年齢基準は更に引き上げられることが想定され，高齢でも常に病気で治療
が必要な状態を続けていくより，健康で仕事や趣味，家族とのふれあいなどができる方が望
ましい．
　そこで予測技術の発展もあり，「治療」から「予防」へと関心が移行する．予防医療の具
体例を挙げると，ゲノム解析の結果から病気を予測して行う事前医療，ウェアラブルデバイ
スを使って採取する脈，体温，血圧などのバイタルデータ記録を使った早期発見と再発防止，
またそういったデバイスを利用した通院なしの人間ドックなど，様々な予防医療サービスが
発展，充実してくる．日本において現在困難な臓器移植等は海外で行なわれているが，iPS
細胞の開発などで臓器再生医療など先進医療に兆しが見え始めており，今後アジア地域の医
療ハブになる可能性は十分にある．
　そのような時代には，健康データ取得デバイスとクラウドサービス，および過去の臨床
データと研究からの予測を組み合わせることで，世界中の人々をターゲットに「予防」サー
ビスが展開できる．
3）　おもてなしサービス
　2020 年東京オリンピックは，世界各国から選手および観客が狭いエリアに短期間に集中
する特殊な環境を作るイベントである．競技場やホテル，そこへ辿り着くまでのルート，加
えて周辺地域においてもヒトの動きを中心に影響があり，その変化を想定した各種サービス
で対応していくことが考えられる．行動観察＊7 によって人の行動パターンの特徴を事前に見
える化することができればその対応はできる．たとえば，「日本は落し物が返ってくる優し
い国」の実現として落し物返却サービスやおもてなし精神の象徴として待ち時間を飽きさせ
ないサービスの提供が考えられる．
　また，日本を訪れる海外の人々に対して，スマートデバイスを使った自動翻訳や拡張現実
の技術を用いることにより，まるで自国にいるような感覚で観光ができる環境を提供でき
る．顔認識技術の発達により，不特定多数から個人を特定でき，どんな行動をしているかな
どがわかることでそのプロフィールとその場に合ったおすすめ情報を提供するなどきめ細か
な対応が可能になってくる．これは不審者を特定することにも利用でき，犯罪やテロの防止
といった身の安全を確保するためにも用いられる．
　ウェアラブルデバイスやカメラの進化は，選手たちの活躍に対してさまざまなデータを取
得することで新たな視点を提供することを可能にし，競技場で直接観戦するヒトたちにも，
メディアを通して観戦するヒトたちにも，同じように新たな楽しみ方や，更なる臨場感を提
供できるようになる．個人向けにカスタマイズされた番組の提供や個人への放映権の割り当
てが行われることも考えられる．

3.　未来に向けての考察
　3. 1　限界点を設定する
　これまで未来予測の意義，我々が描いた未来像，未来社会に影響を与える IT のメガトレン
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ドについて説明してきた．これにより我々が向かう未来社会において目標を設定し，その目標
達成のため現在の状況からより良い選択肢をスピーディーに判断できるようになる．もしその
活動途中で前提が変わる，事象の発生する順番が変わるなど警告が発せられた場合には別の選
択肢に変更することもある．この動きは目標である未来像に向けての活動が実現可能性を維持
できていることを示唆している．その活動を支えているのは IT サービスである．IT が加速度
的に進歩し，たとえば膨大なデータが採取され続けそれに伴うリソースが限りなく存在し，そ
の膨大なデータを処理するためのより高速なCPUを必要とする．また，その反面セキュリティ
などの脅威からその進行に歯止めがかかる，更に後退させる可能性もある．このような様々な
項目の関係性から，どのような構造が影響を与えるのかを把握することが重要である．その上
でどのポイントで最善の対応を行うべきかを推し量ることが持続可能な未来社会を創ることに
有効である．
　これと類似した予測活動は以前から行われており，たとえば 1972 年に MIT のメドウズを
中心に調査活動したローマ・クラブの「成長の限界」で取り上げている［8］．このローマ・クラ
ブは，人類の危機の接近に対して人類として可能な回避策を真剣に探索することを目的とした
国際的な団体であった．ローマ・クラブでは，人類の生存にきわめて重大な影響を及ぼす問題
に対して調査し，地球が無限であることを前提としたような経済と人口の成長のやり方を改め
る必要があることを示している．当時は，複雑なシステムのダイナミックな行動を理解するた
めの方法として「システム・ダイナミックス（System Dynamics）」を用いた．この手法は，
いま起きていることの本質をつかみ，その構造，挙動や前提などを読み解くことが可能になる．
これにより起こりえる未来のシナリオが示された．
　そこで「成長の限界」と同様に考えると，未来に向けて成長し続けるシステムを作るために
は，

1）　成長を止める要因または限界点を新たな技術で克服する
2）　成長過程において自主的な限界点を設定することでその範囲内で活動する

のいずれかとなる．現在の IT の進化においては，おもに前者の選択が取られてきている．計
算速度の高速化・並列化，大量・大規模データの蓄積，通信の高速化・大容量化など．これは
リソースが無制限にあることと成長スピードが緩やかなことが前提である．つまり，成長ス
ピードが緩やかな段階においては，限界に達する前にフィードバックがあり，その対応が適用
されるまでの時間的な余裕があるためである．しかし，本稿でも述べたように処理スピードが
更に高速になり，人工知能による大量でかつ高速な判断が実施されるようになるとこれまで間
に合った対応ができなくなる可能性があり，その結果システムの崩壊を招いてしまうことにな
る．
　未来に向かい持続可能な社会を創りあげるためには，盲目的な技術の進化ではなく，創りあ
げるシステムの構造を読み取り，その成長過程において自ら限界点を設けていく必要がある．
これは未来社会において IT インフラを構築する我々デジタルビジネスを支える企業がその責
任を担うところである．

　3. 2　遅れのない仕組みが重要
　限界点を設定し制御したシステムにおいてもうひとつ重要なことは，対応に遅れがないこと
である［9］．フィードバックする仕組みがあっても，データ取得周期が適切でなかったり，また
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その対応にもたついたりしていては，限界点の制御ができなくなってしまい崩壊を招くことに
なる．必要なデータがリアルタイムに収集でき，そのデータをすぐに機械学習などによりモデ
ル化し反映することで，自律的な判断に結び付ける，そのような仕組みが必要になってくる．
すべてのモノやヒトがネットに繋がることでデータの収集は実現可能になるが，問題はいかに
自律的な判断が迅速にでき，対応に結び付けるまでの時間を短くできるかである．たとえば，
判断するための知識については，これまで各企業などが蓄積してきた知識データを共有するこ
とでより精度が高い判断を短時間で導くことが可能になる．また，その判断をもとに対応する
場面においてモノとモノであればそのインタフェースが統一されていればすぐに対応できる
が，ヒトが入ってきた場合には身体的な限界により遅れが発生することがある．技術進化によ
りヒトの能力が強化・補強されることで解消することもあるが，モノとのコミュニケーション
において言語ではなくイメージや音などで感覚的に捉える方法もグローバル社会における統一
した仕組みとして発展させることも有効である．このようにモノとヒトのシステムにおいてヒ
トに関わるインタフェースが高度に進化することが重要になってくる．その場所，時刻，プロ
フィール等に合わせた最適なインタフェースが望まれてくる．システムの設計において，自律
的な判断を行うためには経験にもとづいたデータの活用とヒトとのインタフェースの工夫が遅
れを防ぐ要因となるためその選択には十分な配慮が必要となる．

4.　お　わ　り　に
　本稿では，なぜいま未来予測が必要なのか，未来予測で可能になること，我々が描く未来社
会とそこでデジタルビジネスを支える企業がどのように貢献できるかについて記述してきた．
つまり，未来社会において何が求められるかを想定し，それらを実現するために業界を超えて
連携することで新しい価値を提供していく．そして IT を駆使しビジネスをプロデュースする
役割を果たす．また，誰もが幸せな生活ができる未来社会を創るための考察もしてきた．これ
は我々が描く未来のビジネスシナリオを実現することにより，更に将来も持続可能な社会を顧
客とともに創り上げることであり，その基盤となる技術や設計思想がデジタルビジネスを支え
る企業には必要であることを示した．
　コーポレートメッセージとして「Foresight in sight」を掲げ，日本ユニシスグループの社
員一人ひとりが，この“未来に目指す姿”を胸に刻み活動を始めている．我々の未来に向けて
の研究開発をはじめとする活動を理解いただき，賛同いただければ幸いである．そして，未来
に向けても顧客の戦略パートナーとして選ばれ，新たなビジネスを共に創造していける IT 企
業としてその先駆者である DNA を継承しつつ改革を目指した取り組みを進めていくところで
ある．
　最後に，本稿執筆にあたりご協力・ご指導頂いた皆様に深く感謝し，御礼申し上げる．

─────────

＊ 1 デジタルテクノロジーを駆使してビジネスを作ることを中心にした企業．
＊ 2 デジタルテクノロジー企業やそれが創り出したビジネスを支える企業．基盤サービスやビジ

ネスをプロデュースするサービスを提供する．
＊ 3 未来予測においては，過去の事実をベースにして現在，未来へと見通すアプローチを意味す

る．
＊ 4 未来像を描き，それに影響を与える様々な要素を予測することで未来へのシナリオを描くア

プローチを意味する．
＊ 5 エコシステムとは，動植物の食物連鎖や物質循環といった生物群の循環系というもとの意味
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から転じて，経済的な依存関係や協調関係，または強者を頂点とする新たな成長分野でのピ
ラミッド型の産業構造といった新規な産業体系を構成しつつある発展途上の分野での企業間
の連携関係全体を指す．

＊ 6 ここでのコンテキスト（Context）とは，周りの環境や利用者の状況などの情報を指す．
＊ 7 行動観察とは，人の無意識の行動から潜在的なニーズなどを探りだすための方法論．
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